
量子情報の非平衡統計力学的アプローチ

量子力学と情報科学を融合した量子情報科学の物理学的基礎を非平衡統計力学的手法
を用いて研究しています。エンタングルメントのディコヒーレンスと制御理論の定式化、

量子テレポーテーションや量子デンスコーディングの情報伝送特などを明らかにしました。
また、量子情報は未来の情報通信技術としても期待されています。
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連続変数量子テレポーテーションの入出力関係：

離散変数量子デンスコーディングの通信路容量：

誤り確率最小量子測定を記述する確率作用素測度：
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